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。



衆
議
院
議
員
宮
崎
岳
志
君
提
出
国
家
戦
略
特
区
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

現
在
国
会
で
審
議
中
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
本
法

律
案
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
新
国
家
戦
略
特

別
区
域
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
い
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
外
国
人
が
従
事
す
る
活
動
は
、
同
項
に
規
定
す
る
農
業
支
援
活
動
、
す
な
わ
ち
「
農
作
業
に
従
事
し
、
又

は
農
作
業
及
び
農
畜
産
物
を
原
料
若
し
く
は
材
料
と
し
て
使
用
す
る
製
造
若
し
く
は
加
工
の
作
業
そ
の
他
農
業
に
付
随
す
る

作
業
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
を
行
う
者
を
支
援
す
る
活
動
」
に
限
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
本
法
律
案
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
の
農
作
業
へ
の
従
事
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
機
関
そ
の
他
関
係
者
が
講
ず
べ
き
措
置
を
定
め
た
指
針
（
以
下
「
特
定
機
関
等
措
置
指
針
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
適
切
に
定
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

本
法
律
案
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
お
尋
ね
の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
つ
い
て
、
新
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
六
条
の

一



五
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
農
業
現
場
で
即
戦
力
と
な
り
得
る
一
定
の
知
識
経
験
を
有
す
る
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
べ
く
、
政
府
内
で
検
討
し
て
、
定
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
及
び
六
に
つ
い
て

本
法
律
案
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
お
尋
ね
の
特
定
機
関
に
係
る
政
令
で
定
め
る
基
準
及
び
特
定
機
関
等
措
置
指
針
の
内

容
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年
五
月
十
六
日
の
衆
議
院
地
方
創
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
本
法
律
案
に
対
す
る
附

帯
決
議
第
六
項
に
お
い
て
、
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
外
国
人
材
に
対

す
る
人
権
侵
害
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
、
日
本
人
農
業
労
働
者
と
同
程
度
の
賃
金
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
、
労
働
時
間
や
休

日
、
休
暇
等
の
適
切
な
就
労
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
、
特
定
機
関
等
に
よ
る
不
当
な
利
益
追
求
を
防
止
す
る
こ
と
等
、
事
業

運
営
の
適
正
化
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
か
つ
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令

（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
家
事
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
け
る

特
定
機
関
に
係
る
基
準
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
家
事
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
け
る
特
定
機
関
が
講
ず
べ
き
措
置
を
定

め
た
指
針
を
も
参
考
と
し
つ
つ
、
政
府
内
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

二



て
は
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

特
定
機
関
と
し
て
農
業
支
援
活
動
を
行
う
外
国
人
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
た
本
邦
の
公
私
の
機
関
が
、
特
定
機
関
等
措
置

指
針
に
照
ら
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
そ
の
他
特
定
機
関
に
係
る
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
機
関
は
特
定
機
関
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
当
該
機
関
が
特
定
機
関
と
し
て

国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
い
て
、
農
業
支
援
活
動
を
行
う
外
国
人
を
派
遣
す
る
労
働
者
派
遣

事
業
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
同
法
の
規
定
に
従
っ
て
適
正
に
当
該
労
働
者
派
遣
事
業
が
行
わ
れ

る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
特
定
機
関
等
措
置
指
針
に
お
い
て
定
め
る
方
針
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
法
第
四
十
条
の
六
第

一
項
各
号
に
該
当
す
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三


